





Class Plan for the February 26th Incident
MIYAZAKI Masayasu
 The purpose of this class plan is to help the junior high school students understand the February 
26th Incident.
 The young officers of the army led about 1,300 soldiers in an attempt to stage a coup d’etat on 
February 26, 1936. With this, the February 26th Incident broke out.
 The young officers killed and wounded the important persons of the government and occupied 
Prime Minister’s Office. They believed that the people were suffering hard lives because the important 
persons of the government were mistaken in the national plicies they adopted.
 Therefore, the young officers thought that the development of the country could be achieved if the 
important persons of the government were removed, and the Emperor was enabled to decide policies 
directly.
 At first, the heads of the army took the actions that agreed with the young officer’s ideas. 
 However, from the beginning, Emperor Hirohito strongly requested the young officers’ forces to 
be repressed. Because Emperor Hirohito trusted the important persons of the government, he felt fury 
toward the young officers who had murdered them.
 The heads of the army understood the strong anger of Emperor Hirohito, and changed to a policy 
of repressing the young officers’ forces.  They identified the young officers’ forces as rebels, and 
repressed them.
 The young officers’ coup d’etat was thus suppressed.
 I want the junior high school students to understand most of all the difference in ideas between 
Emperor Hirohito and the young officers.
 The young officers thought that the country should be developed by the direct decision of Emperor 
Hirohito, and had high expectations of the emperor.
 However, Emperor Hirohito did not think that the functions of a modern nation should be decided 
by the emperor directly. He thought that the important persons of the government were playing an 
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important role in developing the nation.
 It was an unrequited love that the young officers held such high expectations of Emperor Hirohito. 
 In the following class, the junior high school students are made to examine the desires of the heads 
of the army after the February 26th Incident. However, a detailed content of the following class is 
omitted in this outline.
キーワード：二・二六事件、陸軍青年将校、クーデター未遂、昭和天皇






　1936（昭和 11）年 2 月 26 日午前 5 時、陸軍の青年将校たちが、第 1 師団歩兵第 1 連隊、同第 3 連隊、



































　　はじめに　　　　　　　　　  2 分
　　課題 1　問題①（学習グループ） 9 分
　　課題 2　問題②（学習グループ） 8 分
　　課題 3　問題③（学習グループ） 8 分






































　1936（昭和 11）年 2 月 26 日午前 5 時、陸軍の青年将校たちが、第 1 師団歩兵第 1 連隊、同































































































問題 4. 第 1 次世界大戦の後、米欧は 1921 年と 1930 年の 2 つの海軍軍縮条約で日本の軍事
力を（　　　　　）しました。日本の海軍などの軍部、野党、右翼などの革新勢力は激し
く（　　　　　）しました。



















であるというものでした。1900 年代から 1935 年まで天皇機関説は、憲法学の通説（広く通用
している説）でした。昭和天皇も、天皇機関説でさしつかえ無いと考えていました。














































































　26 日午後 8 時以後には、佐倉・甲府の部隊、習志野の戦車部隊が東京に到着して、包囲側の
兵力がそろい始めました。





























問題 1. 二・二六事件  問題 2. 重臣
問題 3. 議会 大臣　
問題 4. 制限 立憲君主（制）




問題 1. 国体 天皇機関説 問題 2. 機関 反する
問題 3. 優れて 中心 問題 4. 制限 反発
問題 5. 総力戦 国民 問題 6. 対抗 高め
（問題③の回答カード）
問題 1. 陸軍 認める 問題 2. 昭和　　鎮圧　　真綿































































































　　はじめに　　　　　　　　　  1 分
　　課題 1　問題①（学習グループ） 15 分
　　課題 2　問題②　個別学習 5 分
　　学習グループ  5 分
　　一斉学習 10 分











































参謀本部第 1 部長心得（代行））は「重要産業五カ年計画」（37 年 5 月陸軍省決定）の原案
を示して計画の実現を迫りました。

































































も第 3 次補充計画（5 カ年）にもとづく膨大な予算を、毎年計上し続けることを約束しました。
　さらに広田内閣のあとの林銑
せんじゆうろう






軍大佐、参謀本部第 1 部長心得（代行））は「重要産業五カ年計画」（37 年 5 月陸軍省決定）の
原案を示して計画の実現を迫りました。










　こうした状況が急変するのは、シナ事変（日中戦争、1937 年 7 月）が勃発したためでした。
問題② 「陸軍首脳の思いについて、気づいたことは何ですか。」
指示 2. 「気づいたこと」は、「分かったこと、思ったこと、考えたこと」です。授業ノート






問題①　問題 1. 陸軍　　　　　問題 2. 自由主義（的）、青年将校























・ 馬場大蔵大臣は、昭和 12 年度予算で大幅な軍備増大を行った。















指示 4 授業ノートの D の枠に書きなさい。3 分間です。
　個別学習の 3 分が終われば、次の指示をおこなう。
指示 5 自由なグループをつくって、意見交流しなさい。




































えること）した。しかし「時事新報」は、社説（近藤操執筆）で、2 月末から 3 月
末まで 17 回、年末までに合計約 60 回、軍部を批判した。これらの時事新報の批判に対して、軍部
からの取り締まりは無かった。
















　国会では、斎藤孝夫議員（36 年 5 月）や浜田国松議員（37 年 1 月）などが軍部批判を行い、大新
聞もこの内容を記事にした。




　しかし他方、社会大衆党が 36 人の当選者を出して、民政党、政友会につづく第 3 党になった。総






　さらに社会大衆党は、37 年 5-6 月の市会議員選挙でも躍進した。京都では 10 人全員当選（京都市















・高橋正衛『二・二六事件　「昭和維新」の思想と行動』（増補改訂版）中公新書、1994 年。初版は 1965 年。
・伊藤隆『日本の歴史　30　十五年戦争』小学館、1976 年
78
後注：本稿は、藤井英之先生をはじめとする新中学社会科授業研究会（新中社）に参加する先生方
との議論に負うところがあります。なお問題点がある場合の責任はすべて宮崎にあります。
